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リ  ユ群
平
成
十
年
第
二
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
六
月
九
日
に
招

集
さ
れ
、

会
期
を
六
月
二
十
三
日
ま
で
の
十
五
日
間
と
決
定

し
、

直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、

「平
成
九
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て
」
な
ど
の
報
告
条
件
十
件
、

「専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど

の
議
案
十
三
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
九
日
は
、

会
期
決
定
の
後
、

報
告
条
件
十
件
を
受

理
し
、

議
案
五
件
を
承
認
、　

一
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

続
い
て
、

平
成
十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（第

一

号
）
な
ど
の
議
案
七
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質

疑
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

同
じ
く
、

陳
情

一
件
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

翌
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

十
五
日
、

十
六

日
の
両
日
本
会
議
を
再
開
し
、

十
四
人
の
議
員
が
市
政
各
般

に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

翌
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

そ
の
間
、

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
議
案
及
び
陳
情
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

二
十
三
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、

陳
情
二
件
を
継
続
審
査

と
し
た
後
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
に
つ
い
て
の
審

査
経
過
、

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、

各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

陳
情

一
件
を
採
択
、

意
見
書
案

一
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

副
議
長
か
ら
辞
職
願
い
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、

た
だ
ち
に
副
議
長
辞
職
の
件
を
日
程
に
追
加
し
、

辞
職
を
許

可
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、

副
議
長
欠
員
に
伴
う
選
挙
を
行
い
、

第
四
十

二
代
副
議
長
に
中
野
　
健

一
郎
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、

全
会

一
致
で
同
意
し
、

こ
れ
を
も
っ
て
今
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
事
件
を
全
て
議
了
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

r / / / / / / / / / / / /
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――由市議会だよ

第
四
十
二
代
副
議
長

中

野

健

一
郎

こ
の
た
び
、

六
月
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
副
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
と
議
会
の
発
展
の
た
め
、

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、

新
幹
線
、

小
浜
線
電
化
及
び
リ
ゾ
ー

ト
ラ
イ
ン
、

近
畿
自
動
車
道
致
賀
線
な
ど
高
速
交
通
網
の
整
備
を

は
じ
め
、

福
祉
の
充
実
、

生
活
環
境
整
備
等
々
重
要
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
全
議
員

一
九
と
な
つ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

革
≡
一

生
口報

　

挙

長

　

選

議

中

採

書

＜

唖
郷
維
推
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説
謝
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【純報生回】

報
告
第
１
号

報
告
第
２
号

報
告
第
３
号

報
告
第
４
号

報
告
第
５
号

報
告
第
６
号

報
告
第
７
号

報
告
第
８
号

報
告
第
９
号

報
告
第
１０
号

【議
案
】

端
！！！一議案第
４７号

議
案
第

４８
号

議
案
第

つ
号

議
案
第

５。
号

平
成

９
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の
報
告
に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の
報
告
に
つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の
報
告
に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の

報
告
に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越

明
許
費

の
報
告
に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越

の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況

の
報
告
に

つ
い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況

の
報
告
に

つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況

の
報
告

に
つ
い
て

株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小
浜
経
営
状
況

の
報
告
に

つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（平
成

９
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

５
号
と

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（平
成

９
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
５
号
と

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（小
浜
市
市
税
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（小
浜
市
都
市
計
画
税
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て
）

市

長
クク/ / / / ク/ / / /

受
/ /    / /

理

市

長
ククク

原
案
承
認

ククク / / / / / / / / / /
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職
功
労
Ｔ

！
福
井
県
市
議
会
議
長
会

■
！

告
肘
！　
建

一
議

員

議
案
第

５‐
号

議
案
第

５２
号

議
案
第

５３
号

議
案
第

５４
号

議
案
第

５５
号

議
案
第

５６
号

議
案
第

５７
号

議
案
第

５８
号

議
案
第

抑
号

【諮
問
】

諮
問
第

１
号

【陳
情
】

Ｈ
９
陳
情
第
９
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
２
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
１
号

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
市
税
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て
）

小
浜
市
特
別
職

の
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に

つ
い
て

平
成

１０
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

小
浜
市
議
会
議
員
及
び
小
浜
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車

の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー

の
作
成

の
公
営
に
関
す
る
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
児
童
館
設
置
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員

の
推
薦

に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に

つ
い
て

「も
ん
じ

ゅ
」
「
ふ
げ
ん
」
プ

ル
サ
ー

マ
ル
計
画
等
に
関
す
る
陳
情
書

著
作
物

の
再
販
制
度
維
持
を
求
め
る
陳
情
書

新
た
な
基
本
法
制
定
に
向
け
た
食
料

・
農
業

・
農
村
政
策
に
つ
い
て

新
た
な
基
本
法
制
定
に
向
け
た
食
料

・
農
業

・
農
村
政
策
に
関
す
る
意
見
書

団
体

クク

ク

原
案
可
決

原
案
同
意

継
続
審
査

ク

採
　
択

ク / / ク / /議

員

原
案
可
決

/ / / / / / クク



【Z早】―――市議会だより

6月 定例会の‐般質問は、6月 15日 。16日

の両日に行われ、山本議員をはじめ、中野、

岡(泰)、新谷、杓子、野村、水尾、石野、岡

尾、山口、岡(明)、山崎、川畑、石橋の各議

員が市政各般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

Ｑ
‰
喪
顛
軽
ず
っく

①
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

②
ル
ー
ト
変
更
の
区
域
と
変
更
理
由
に

つ
い
て
。

③
ル
ー
ト
変
更
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い

て
。

ア
≡

野
代
旧
道
線
に
つ
い
て
立
体
交
差

に
な
ら
な
い
か
。

イ
．

生
守
団
地
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
。

ウ
．

今
富
三
号
線
を
西
街
道
へ
の
ア
ク

セ
ス
と
し
て
ど
う
整
備
す
る
の
か
。

工
．

国
道
百
六
十
二
号
線
へ
の
野
代
地

区
か
ら
の
昇
降
路
は
存
続
出
来
な
い

か
。Ａ

的轍
）議

抑輸唖焼ル穣

上
野
か
ら
大
飯
町
本
郷
ま
で
の
延
長

十
八
．

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
事
業
費

二
百
億
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

現
在
、

工
事
着
手
区
間
は
延
長
三
．

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
進
捗
率
は
二
十

一
％
で
あ
り
、

用
地
取
得
済
み
区
間

は
延
長
六
．

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
ま
す
。

②
平
成
八
年
十

一
月
に
近
畿
自
動
車
道

敦
賀
線
の
計
画
路
線
が
都
市
計
画
決

定
さ
れ
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

生
守
区
の
若
宮
八
幡
神
社
付
近
に
お

い
て
近
畿
自
動
車
道
致
賀
線
と
若
狭

西
街
道
の
多
田
ト
ン
ネ
ル
坑
口
が
競

合
す
る
こ
と
か
ら
、

上
位
道
路
優
先

と
な
る
た
め
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

③
ア
．

野
代
旧
道
線
と
の
交
差
部
に
つ

い
て
は
、

若
狭
西
街
道
を
高
い
盛
土

に
て
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在
位

置
で
の
立
体
交
差
は
可
能
で
あ
り
ま

す
が
、

高
い
盛
土
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、

野
代
集
落
が
三
分
さ
れ
る
な
ど

周
辺
集
落
環
境
に
与
え
る
影
響
も
大

き
く
、

今
後
地
元
の
皆
様
と
十
分
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
．

生
守
団
地
の
市
道
川
添
線
に
つ
き

ま
し
て
は
、

近
辺
に
近
畿
自
動
車
道

敦
賀
線
が
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、

大

変
重
要
な
路
線
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、

今
後
県
と
十
分
協
議
し
な
が
ら

計
画
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ウ
。

今
富
三
号
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
道
生
野
尾
線
に
次
ぐ
幹
線
道
路
と

位
置
付
け
て
お
り
、

集
落
近
辺
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
拡
幅
整
備
を
最

優
先
し
、

順
次
整
備
し
て
ま
い
り
ま

す
。

工
．

国
道
百
六
十
二
号
と
の
交
差
点
位

置
を
市
道
野
代
線
の
国
道
二
十
七
号

方
面
へ
の
昇
降
路
に
近
接
し
て
設
置

す
る
こ
と
と
な
り
、

交
差
点
形
状
の

複
雑
性
、

交
通
安
全
上
、

県
で
は
小

浜
警
察
署
や
関
係
機
関
と
事
前
協
議

を
行
っ
た
結
果
、

昇
降
路
存
続
は
不

可
能
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
り
ま
す

が
ヽ
地
元
の
皆
様
や
県
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
夕（期
称
群
新
斜
野

い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
施
工
管
理
と
庁
内
体
制
に
つ
い
て
。

②
監
視
委
員
会
の
構
成
と
機
能
強
化
に

つ
い
て
。

③
現
施
設
の
土
壌
実
態
調
査
に
つ
い
て
。

Ａ
ユ
的
ウ
日
「

韓
腔
弟
ウ
郷
和
↓
深
嘘

ル
に
施
工
管
理
を
委
託
し
、

電
気
計

装

・
機
械
配
管

・
土
木
建
築
の
専
門

家
が
管
理
す
る
と
と
も
に
、

庁
内
で

は
、

建
築
に
つ
い
て
は
建
築
住
宅
課
、

機
械
に
つ
い
て
は
環
境
衛
生
課
の
職

員
に
よ
る
管
理
チ
ー
ム
を
つ
ぐ
り
実

施
設
計
書
に
基
づ
き
厳
し
く
指
導
、

管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
新
し
い
監
視
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

施
設
周
辺
の
環
境
保
全
及
び
清
掃
施

設
の
操
業
、

管
理
の
状
態
を
監
視
す

る
た
め
、

ぜ
ひ
と
も
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ダ
イ
オ
キ

シ
ン
測
定
結
果
等
、

専
門
的
な
内
容

に
つ
い
て
も
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、

学
識
経
験
者
に
も
入
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

③
環
境
庁
に
お
い
て
は
、

緊
急
全
国

一

斉
調
査
を
実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
土
壌
調
査
暫
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
し
か
出
て
い
な
い
た
め
、

今
後

国
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
段
階

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔じ新調賄靭雑均ぃて、次の点を

①
「若
狭
は
一
つ
な
り
」
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
「若
狭
市
」
構
想
に
つ
い
て
。

ＡＡ
殉瑚配ガ何釈コ騨轍頼軸車脚

敦
賀
線
、

新
幹
線
な
ど
若
狭
地
域
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、

こ
れ
ら
は
若
狭
地
域
全
体

に
よ
る
広
域
行
政
な
く
し
て
は
解
決

出
来
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
面
で
も

「若
狭
」
は
全
国
的
な

プ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、

嶺
南
地
域
を

「若
狭
」
で
売
り
出
す
こ
と
に
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
ぁ
り
、

平
成
九
年

に
発
足
し
た
嶺
南
広
域
行
政
組
合
に

お
け
る
広
域
的
な
取
組
み
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
広
域
行
政
の
形
態
に
は
、

協
議
会
、

一
部
事
務
組
合
、

広
域
連
合
、

市
町

村
合
併
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

福

祉
問
題
な
ど
で
は
広
域
行
政
化
が
進

む
と
状
況
把
握
が
難
し
く
な
り
、

き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
な
く
な

る
の
で
は
と
の
意
見
も
聞
き
ま
す
。

今
後
の
地
方
分
権
と
い
う
も
の
を
考

え
ま
す
と
、

市
町
村
合
併
も

一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
吟
味
す
る
こ
と
が
必

要
に
な

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、

十
分
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。


